
筑波大学体育科学系紀要 Bull．Inst．Health＆SportSci．，Univ．ofl盲ukuba30：141－143，2007．  141  

武道の宗教性に関する研究  
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StudyonreligioninBudo  

Toshinobu SAKAI: 

Ⅰ．はじめに   

日本のみならず世界中で実に多くの人々が生涯  

にわたって武道に取り組んでいる。このことが武  

道の特徴の一つであるが、一歩踏み込んで考えれ  

ば人々をそうさせているところのものがある。武  

道をするには各々様々な動機、理由があるだろう  

が、大方のスポーツ種目とは大きく異なりこれを  

生涯続けるということになると、体力的限界を克  

服あるいは超越するという身体的技術的特徴もさ  

ることながら、武道によほど実践者を魅了する何  

かがあると考えるべきであろう。それこそが武道  

の文化性であると筆者は考えている。武道の備え  

る文化的独自性には様々な要素が考えられるが、  

大きく精神性の問題を第一にあげなくてはならな  

いだろう。武道における精神文化史を、実践を踏  

まえた立場でしかも学術的に解明することが、当  

面筆者に与えられた課題である。   

武における精神史を考える際、その宗教性は看  

過できない問題である。武道の宗教性という大き  

なテーマの中で、今回は特に原始的宗教形態であ  

る呪術について古代神話を題材として取り上げ考  

察した。   

本研究は文献学的アプローチによるものである  

が、文献的に取り扱うことのできる苗代神話は、  

『古事記』や『日本書紀』といった記紀神話に限られ  

る。テキストとしては基本的に岩波本『古事記祝  

詞』『日本書紀上・下』『風土記』を用いた。   

記紀神話において則と弓矢は武の呪術を考える  

上で二大事項である。本研究は、記紀神話にみら  

れる剣の呪術および弓矢の呪術についてその構造  

を明らかにし、更に両者の比較によりその特徴を  

明らかにすることを目的とする。   

Ⅱ．剣の呪術   

剣に関する呪術は、特に古代二大霊剣といわれ  

る草薙剣と師霊剣に関わる事項として顕現するも  

のであった。   

この草薙剣と師霊剣に関わり、特に注目すべき  

「大蛇退治神話」「天孫降臨神話」「神武東征伝説」  

「ヤマトタケルの東征伝説」を取り上げ、剣の呪術  

について考察した結果、以下の点が明らかとなっ  

た。  

①剣の呪術性  

②剣と神との関係性  

③剣の神々の世界である天上と人間界である地   

上を繋ぐ属性   

剣は記紀神話の中で呪術性を有するものとして  

措かれている。霊剣の本質が呪術性にあることは  

確かであるが、その呪術の内容はというと蹄邪と  

いうことになる。師霊剣にまつわる「神武東征伝  

説」や草薙剣にまつわる「ヤマトタケルの東征」に  

おけるモチーフは、一つに英雄に敵対する邪悪を  

排除することであった。剣をもって邪をさ砕ける  

呪術に関する記述は、この二つの霊剣以外にも記  

紀神話に散見される。この砕邪の呪術性は、剣の  

神聖性がベースとなっており、この神聖性の根拠  

は神との関係性にあった。この関係性が成り立つ  

前提として、剣は神々の世界である天上と人間界  

である地上を繋ぐ属性を有していた。つまり古代  

神話における世界観において天上と地上が精神的  

にはっきりと区別されるようになった段階でも、  

剣はひとり天上と地上を行き来できるものとして  

観念されていたということである。   

記紀神話には、以上の観念構造が存在していた。   
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垂直方向に輩なる世界が設定されていた。しかし  

丹塗央伝説では聖なる世界は水平方向にある。神  

話の世界観として、垂直方向の超越軸に対して水  

平方向の超越軸が設定されているということであ  

る。この水平方向にある他界と俗界を丹塗失は川  

にそって繋いでいる。央が聖と俗を繋ぐ属性を有  

することにおいて同様であるが、その超越軸の設  

定が水平方向であることに大きな特徴がある。  

Ⅳ．おわりに   

記紀神話における剣の呪術および弓矢の呪術に  

おいて、剣と弓央各々について①呪術性、②神と  

の関係性、③神々の世界である天上と人間界であ  

る地上を繋ぐ属性、が明らかとなった。つまり記  

紀神話における武の呪術は、剣と弓矢、同様のも  

のが認められるということである。   

では全く同じかというとそうではなく、弓央に  

対する観念の独自性が丹塗矢伝説に顕著に現れて  

いた。   

先ず、弓央の呪術性として、辟邪の呪術の他に  

生成の呪術を指摘した。再度考えると「大国主神  

の根国訪問」の件における生大刀■生弓矢も、同  

様の意味を含んでいると考えることができる。こ  

の場合の「生」の語について、倉野憲司等は「生き  

生きとして生命の長いことの煩辞」3と註し、西  

宮一民は「活力がある意の美称」4と註して、辞  

邪が邪悪の死を連想させるのに対して生を示唆  

する。三浦佑之5や松本信広b、松村武雄なども、  

同様に生大刀・生弓央について死に対して生の要  

素を指摘する見解を述べている。そもそも剣には  

そういった性格が多少なりともあったと考えられ  

る。火神被殺の件において、スサノヲが火神を斬っ  

た剣から様々な神々が化生する描写からもこのこ  

とが伺える。しかし記紀神話全体を通してみた場  

合、剣の呪術には辞邪の要素が非常に強いことは  

確かであり、これが特徴でもある。対して弓矢に  

ついては、記紀神話における弓矢の観念を考える  

上で最も重要な件のひとつである丹塗矢伝説に主  

要なモチーフとして生成の呪術が顕著に現れてい  

ることから、このことを弓矢の呪術性の特徴のひ  

とつと考えることに間違いはないであろう。   

次に、央が聖と俗を繋ぐ属性を有することにお  

いてその超越軸の設定が水平方向であることを指  

摘したが、これは神話の世界観に大きく関係する。  

そもそも記紀神話は基本的に、高天原（天上）一章   

Ⅲ．弓矢の呪術   

弓矢の呪術は、「アメノワカヒコ神話」「丹塗失  

神話」に顕著に窺われた。  

記紀神話における弓矢の呪術を考察した結果、「ア  

メノワカヒコ神話」から以下の点が明らかとなっ  

た。  

④弓矢の呪術性  

⑤弓矢と神との関係性  

⑥弓央の神々の世界である天上と人間界である   

地上を繋ぐ属性   

つまり「アメノワカヒコ神話」からは、別の呪術  

と同様の構造が認められたということである。   

更に「丹塗失神話」からは以下の点も明らかと  

なった。   

①丹塗失は、丹塗の赤色が血液の呪的能力を意  

味し、元来の失そのものの呪術性とあいまって更  

に強力な呪具となっていたのであるが、先学諸氏  

はあくまでもこれの蹄邪としての呪術性を強調す  

る。この神婚説話において、松村武雄の「出産の  

時に、ことに災をなすと信ぜられた邪霊を厭離す  

る風習を反映するもの」－との解釈には一理ある  

が、この丹塗失伝説の主たるモチーフは蹄邪では  

なく、神の子の出生である。松村自身が赤色（血液）  

が生命や活力の標徴であることを指摘しているよ  

うにヱ、丹塗失はある面で騨邪とは反対方向の属  

性をもっており、生成と辞邪の二面的呪術性を有  

することに注意すべきであろう。丹塗央伝説にお  

いては、辟邪の呪術性もさることながら、むしろ  

生成の呪術とでもいうべきものが指摘されるべき  

であるというのが筆者の見解である。  

（参弓矢の神との関係性については、アメノワカ  

ヒコ神話において央が神と伴に天降って来たこと  

により成り立っていたが、丹塗央伝説においては  

神が失そのものに身を変えて俗界に現れてきてお  

り、その関係性はより顕著なものとして措かれて  

いるといえるだろう。   

③前提としての神々の世界である天上と人間界  

である地上を繋ぐ属性に関して、丹塗失伝説は大  

きな特徴をもつ。丹塗矢は神の化身として川を流  

れて俗界に現れる。つまり他界は川の彼方にあり、  

神々のいる聖なる世界と人間のいる俗界は川に  

よって結ばれている。剣の呪術においてもそうで  

あったが、アメノワカヒコ神話において人間界で  

ある下界からみて神々のいる世界は上方にあり、  
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原中国（地上）－黄泉国・根の国（地下）、という垂  

直方向に立体化された世界観を前提に構成されて  

いる。刀剣の呪術については記紀神話に限ってみ  

た場合、例外なくこの垂直方法の超越軸によって  

その神聖性が措かれている。従って、剣は天上と  

地上を繋ぐ属性をもって捉えられているのであ  

る。アメノワカヒコ神話における弓矢も同様で  

あった。しかし、丹塗央伝説において神は水平方  

向にある他界からやって来る。上田正昭は、完成  

された記紀神話では水平的他界観が垂直的他界観  

に変容したことを指摘している角。また吉田巌は、  

七世紀以降の大和の支配者が政治的意図のもとに  

作りあげた記紀神話では、水平表徴型は排除され  

たことを指摘している9。つまり元来、原始古代  

日本人の精神世界においては水平的他界観であっ  

たものが、政治的意図もあって垂直的他界観に変  

容したということである。古い水平的超越軸をも  

つ世界観に射し、新しい垂直的超越軸をもつ記紀  

神話的世界観ということがいえる。アメノワカヒ  

コ神話において失は天上と地上を繋いだが、これ  

は新しく記紀神話的世界観によって作り上げられ  

たものであり、元来失の呪術は水平方向の超越軸  

によって観念されてきたものであると理解するの  

が自然であろう。つまり古い水平的超越軸を基に  

した失の呪術に対し、新しい垂直的超越軸を基に  

した剣の呪術ということがいえる。時間的に別に  

先立つ央の呪術は、その水平的超越性に顕著であ  

り、その原初的な姿が失の呪術における最大の独   

自性でもある。   

最後に、その呪術性は弓ではなく失のみに収赦  

していることを指摘した。その矢の属性は、丹塗  

失にみられたように故意に赤色を付すことによっ  

て観念される属性も認められたが、矢が聖と俗を  

繋ぐことが大前提になっていたことから考える  

と、失そのものの遠隔地に飛んで行くという性質  

にあると考えるべきではないだろうか。青田巌は  

記紀神話の垂直的他界観は中国の天の思想が根本  

にあることを指摘しているがIO、別の神聖性はこ  

の天の思想やそれに基づく星辰信仰あるいは道教  

といった中国の高度な思想体系の中でその属性が  

観念されてきた。それに対して、この段階での失  

の呪術性は至ってシンプルな属性に根拠付けられ  

ているといえる。  
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